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福島市における除染の進行状況

平成25年1月
福 島 市福 島 市

１ ふるさと除染実施計画

２ 進捗状況と除染の効果

３ 福島市の除染の実施手順

① 平成23年10月からの2年間で、市民の日常生活環境
における空間放射線量を市内全域で1 S ／時以下

【目 標】

ふるさと除染実施計画

における空間放射線量を市内全域で1μSv／時以下
にすることを目指します。

② 現在空間放射線量が1μSv／時以下の地域において
は、平成23年10月からの2年間で、 空間放射線量を
60％低減させることを目指します。

③ 将来的には、推定年間追加被ばく線量を、法の基
本方針に基づき、年間1mSv（0.23μSv/時）以下に
することを目指します。

2



2013/2/25

2

各地区の
除染の進め方地域ホットスポット

地域除染等対策委員会
が選定した場所を優先
して除染

３ 公共施設等

小中学校や公園など、多くの
人が集まる施設を優先除染

２

ふるさと除染実施計画

A支所管内

管B支所管内

C支所管内
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●除染優先地区
（概要図）

平成23年度実施平成23年度実施

平成24年度実施

平成25年度実施

平成26年度以降
実施

4

色なし… 0.23μSv/h以下
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面的除染の実施計画

ふるさと除染実施計画

優先度 地 区 実施状況

１ 渡利①、 大波 【完了】 平成25年1月11日現在１ 渡利①、 大波 【完了】 平成25年1月11日現在

1,2発注完了(20,806戸)
※市内の約4分の1

(うち除染完了3,734戸)
２

中央①、渡利②、蓬莱①、清水①、
東部①（山口）、北信①、立子山、
松川①、飯野

３
中央②、杉妻①、蓬莱②、清水②、
東部②、北信②、信陵、松川②、

平成25年度除染実施

中央③ 杉妻② 蓬莱③ 清水③ 成 年度 降
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４

中央③、杉妻②、蓬莱③、清水③、
東部③、北信③、信陵②、吉井田、
西、土湯温泉町、飯坂、松川③、
信夫、吾妻、茂庭

平成26年度以降
除染着手予定

※優先度１、２の地域の実施計画数は2万5千世帯だが、実施状況は発注ベースの
棟数で記載しており、市施行予定の全戸の発注を完了している。

１ 面的除染

■住 宅 （平成２５年１月１１日現在） （単位：戸）

福島市の除染について（進捗状況）

（A)

発注件数

（B)

除染実施中

（C)

除染完了

（D）＝（B）+（C）

除染中・完了

（D)／（A)

進捗率
発注課地区名

放射線総合対策課

第１次 418 0 418 418 100.0%
第２次 52 0 52 52 100.0%
第１次 717 0 717 717 100.0%
第２次 2,831 393 1,971 2,364 83.5%
第３次 2,471 525 214 739 29.9%

東  部 第１次（山口） 1,027 49 325 374 36.4%
立子山 全域 557 18 16 34 6.1%

放   射   線

総合対策課

渡  利

大  波

、

中   央 第１次 5,349 36 18 54 1.0%
飯  野 全域 2,430 15 2 17 0.7%
松   川 第１次 900 6 1 7 0.8%
蓬   莱 第１次 2,161 10 0 10 0.5%
清　水 第1次（御山） 1,893 0 0 0 0.0%

20,806 1,052 3,734 4,786 23.0%

総合対策課

合　計
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■道 路 （平成２５年１月１１日現在） （単位：Ｋｍ）

■森 林（生活圏） （平成２５年１月１１日現在） （単位 ㎡）

地区名
（A)

発注延長

（B)

実施中

（C)

完了延長

（D)＝（B)＋（C)

実施中・完了

（D)／（A)

進捗率
発注課

大　波 (市道等) 40.0 0.0 40.0 40.0 100.0% 道路管理課
大　波 (農道等) 22.0 6.1 15.9 22.0 100.0% 農林整備課

■森 林（生活圏） （平成２５年１月１１日現在） （単位：㎡）

■農 地 （平成２５年１月１１日現在） （単位：ｈa）

区　分
（B)／（A)

進捗率
発注課

大　波 0%
渡　利 60%

（A)

発注面積

（B)

完了面積

放射線総合対策課
71,353 42,567

424,970 470

区　分
（A)

発注面積

（B)

完了面積

（B)／（A)

進捗率
発注課

樹園地 2,106 2,106 100.0%
牧草地 65 0 0.0%
水田 2,390 2,333 97.6%
畑地 1,184 655 55.3%

農政課

農業振興課
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２ 公共施設 （平成２５年１月４日現在） （単位：件）

施設数 延べ件数 施設数 延べ件数

小・中学校 幼稚園（私立含む） 99 245 99 239 教育総務課

区　　分
発　注 完　了

発注課

小・中学校、幼稚園（私立含む） 99 245 99 239 教育総務課

保育所（私立・認可外含む） 75 79 75 76

児童福祉施設 32 34 32 34

公園・児童遊び場 262 262 215 215
公園緑地課
児童福祉課

市営住宅内幼児遊園 21 22 2 3 建築住宅課

児童福祉課

※表中の「延べ件数」は、同一施設で複数の発注を行った場合の件数

市営住宅内幼児遊園 21 22 2 3 建築住宅課

体育施設、運動場 8 10 5 6 保健体育課

その他の公共施設 44 47 12 12

合　　計 541 699 440 585
8
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３ 地区ホットスポット除染（平成２４年１１月１９日現在）（単位：件）

地区名
（Ａ）

実施予定

（Ｂ）

除染実施中

（Ｃ）

除染完了

（D）＝（B）+（C）

除染中・完了
発注課

中央東 1 0 0 0
中央西 6 4 0 4
杉 妻 11 4 11杉　妻 11 4 7 11
蓬　莱 5 2 3 5
清　水 20 1 9 10
東　部 8 1 7 8
北　信 20 7 13 20
信　陵 8 3 5 8
飯　坂 15 6 9 15

放射線総合対策課

松　川 17 3 14 17
信　夫 15 1 14 15
吾　妻 4 1 3 4
飯　野 8 0 8 8
合　計 138 33 92 125
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県内各市の住宅除染の状況
県まとめ平成24年11月末現在

市町村名 発注戸数(戸) 除染実績(戸)

福 島 市 18,013 3,015
二 本 松 市 4,358 919

伊 達 市 2,523 705

本 宮 市 477 55

郡 山 市 8,023 144

須 賀 川 市 102 0

田 村 市 2,000 0

10

白 河 市 29 0

相 馬 市 213 107

南 相 馬 市 369 171

い わ き 市 7,121 12
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住宅除染の効果
渡利第1次分(717戸)の速報値

測定箇所 測定高
除染前

放射線量
除染後

放射線量
低減率

放射線量 放射線量

玄 関
1 cm 0.32 0.13 59 %

１ ｍ 0.64 0.36 44 %

庭中央
1 cm 0.94 0.21 78 %

１ ｍ 1.18 0.50 57 %

11

雨どい
(玄関付近)

1 cm 2.17 0.58 49 %

室 内
１階 1 cm 0.30 0.17 43 %

２階 1 cm 0.39 0.25 36 %

除染の実施手順

12
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面的除染の体制

福島市

放射線総合対策課

委託発注

除染請負業者

指
示

放射線総合対策課

担当職員

監理請負業者

説明会
協議

除染監理員

監督員 指導監督

個別
打合せ

示
監
督
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町内会等

住民

住民

住民

除染作業班

打合せ

除染監理員による指導の徹底

・除染請負業者の指導の徹底のため、除染監理員を配置

14

・監理員は、請負業者の監督、現地調査、除染前後の
モニタリング立会いなどを担当

・毎週工程会議を開催し、市と除染監理員が除染の進捗
状況や課題などを情報共有し、円滑な除染を進める。
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現地調査 測定

住民説明会

除染の進め方

・面的除染、特に住宅の除染における
共通の除染実施要領を説明

現地調査・測定

三者打ち合わせ

除染前モニタリング

①除染業者の担当が、全住宅を訪問し、
住民の方と除染対象住宅を確認しなが
ら詳細な除染内容を打ち合わせを行う。

②後日、市役所職員（監理員）が除染
作業の立会い対応、打合わせ内容の
確認、質問・要望等の聴取をする。

個別打ち合わせ

除染作業

除染後モニタリング
・除染終了直後に速報値をお知らせする。
・後日、詳細測定値をお知らせする。

除染と市民参加
○
地
域

○
工
程

地
域
住

意
見
が

家
族
、

迅
速
・

被
害
者

は
な
ら 域

除
染
等
対
策
委

程
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ

住
民
が
話
し
合
い
、
除

が
反
映
で
き
る
場
の
設

暮
ら
す
地
域
の
た
め

て
い
ね
い
な
除
染
が

者
が
除
染
に
参
画
し
な

ら
な
い
と
い
う
「
不
合
理
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員
会

ョ
ッ
プ

※ICRP 報告111   においても住民等による地域フォーラムの
設置の必要性が提言されている。4.2‐(71) 

除
染
に

設
置

め
に
は
、

欲
し
い

な
く
て

理
」
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地域除染等対策委員会

除染と市民参加

本市独自の試み

17

・本市独自の試み。
・支所単位19地域に住民と市で設置
・優先除染対象（地域ホットスポット）選定
・仮置き場、仮々置き場の選定

除染工程検討ワークショップ

除染と市民参加

18

・面的除染の実施前に実施
・町内会等の単位で実施
・地域内の除染順序などを検討



2013/2/25

10

御山除染計画 西 地 区 水 の 流 れ

東地区

19

御山除染計画 西 地 区 区 分 ・ 順 序

③
④

Ｓ

東地区

②

Ｓ

Ｓ

①

Ｓ 20
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● 基準以下とすることで、空間線量率が当面1μSv/h、将来0.23μSv/h（地上高1m）以
下となることを目指す。

１．屋根・雨どいの除染
<基準: 1,000cpm>

４．庭石・駐車場の除染
<基準: 600cpm>

除染管理基準（住宅）の概要

※この際、住宅から約5ｍ以内の除染を重視し、重要な生活空間である室内の放射線量を低減する。

２．外壁の除染
<基準: 600cpm>

３．ベランダ・外階段の除染
<基準： 600cpm>

５．庭木の除染
基準

９．現場保管

<基準: 1,000cpm>

８．放射性物質の流出防止

７．砂利等の除染
<基準: 600cpm>

６．土壌の除染
<基準: 600cpm ・0.4μSv/h> 放射性物質

基準の前提： 「cpm」と「μSv/h（高さ1cm、コリメータ（鉛）使用)」の比較
○実験値（バックグランドなし） ： 1,000cpm ≒ 0.1～0.2μSv/h
○経験値（バックグランド0.8～1.5μSv/h）： 1,000cpm ≒ 0.7μSv/h以下、600cpm ≒ 0.4μSv/h以下 21

看板・誘導の処置

22
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１． 屋根・雨どいの除染

● 除染管理基準： 1,000cpm 以下
● 除染方法

手作業による堆積物の除去後、屋根の材質、汚染の状
況に応じ、ふき取りや、洗剤を使用してのブラッシング

ビ洗浄（苔、カビを重点的に除去）又は、高圧洗浄を実施
する。

※屋根は雨等により放射性物質は洗浄されており、汚染
は少ないが、スレート瓦は、通常2,000 - 4,000cpmあ
る。→高圧洗浄で、700 - 800cpmに下がる場合もある。

※雨どいは落ち葉や苔、泥等が堆積しており、これらは
線源となることから、重点的に除去する。 事前モニタリング

雨どいの除染屋根の除染 放射性物質

23

２． 外壁の除染

● 除染管理基準： 600cpm 以下
● 除染方法

ふき取りや、洗剤を使用してのブラッシング洗浄を
実施する。（苔またはカビを重点的に除去）効果がな

事前モニタリング

い場合は高圧洗浄を実施する。

※外壁は軒下のため放射性物質の付着が少なく、かつ、
事故後の雨等により洗浄されており、汚染は少ない。

（除染の効果は少ない）
集合住宅の外壁は、原則実施しない。

外壁の除染 外壁の除染

放射性物質

24
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３． ベランダ・外階段の除染
４． 庭石・駐車場の除染

● 除染管理基準： 600cpm 以下
● 除染方法

・ ベランダ、外階段
手作業による苔またはカビの除去を行う。

・ 庭石 駐車場の除染庭石、駐車場の除染
洗剤を使用してのブラッシング洗浄や高圧洗浄を実施する（苔またはカビを重点的に
除去）。犬走等（建物周り）や雨水桝も同様の方法で除染する。

※市街地で市民の頻繁な往来があるところや食品を扱う店舗等の洗浄は、吸引式回転洗浄
を行なう場合がある。

玄関前の除染
ベランダの除染

庭石の除染駐車場の除染 放射性物質

放射性物質

25

マンション等の除染

吸引式回転洗浄による除染

26
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● 除染管理基準： 1,000cpm 以下
● 除染方法

・庭木は雨等により表面の放射性物質が洗い流され、木の根本付近、古い枝の枝分かれ部の表
面汚染が高い可能性があることから必要に応じて洗浄を行う。

・測定の結果、古い枝等に放射性物質が付着し、生活空間に影響を与えることが明らかな場合は、
脚立 く範 （地 高 程度） 枝（幹が ） 剪定を行う場合がある

５． 庭木の除染

脚立で届く範囲（地上高4m 程度）の枝（幹が10cm以下）の剪定を行う場合がある。
・伐採は原則行わない。ただし、表面汚染が高いことが確認された木（シュロの木、花水木等）

は例外として伐採を認める場合がある。
・回収した枝木等は、可燃ごみとして処理

する（長さ60ｃｍ、幅30ｃｍに束ねる）。

枝打ち
（5ｍ程度）

放射性物質

木の根元

除草・落ち葉の除去及び収集

シュロの木

落ち葉等の回収（可燃ごみ）

・造園等の専門的な技術を要する
剪定は行わない。

・住宅から約５m以内にある裏山等の
木は、庭木に準じ除染を行なう。

６０cm

３０cm

27

６． 庭（土壌）の除染
● 除染管理基準： 600cpm 及び0.4μSv/h（表面1cm）以下

● 除染方法
部分的（約１㎡）に数箇所の表土を600cpm及び0.4μSv/h以下になるまで1cmずつはぎ

取り、土砂のはぎ取り量（深さ）を決定する。取り、土砂のはぎ取り量（深さ）を決定する。
この際、放射性物質は、土壌内数ｃｍに沈み込み、β線が表面に現れない特性を考

慮し、コリメータを使用しないＮａＩシンチレーションサーベイメータによるγ線の
線源を捜索し、効果の確認を行なう。

土砂のはぎ取り量（深さ）は、最大約5cmまでを基準に表土をはぎ取る。
また、生活空間に影響を与えるホットスポットを確認した場合は、遮蔽効果を考慮

し、最大30cmを基準にはぎ取る。

28
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７． 砂利等の除染
● 除染管理基準： 600cpm以下
● 除染方法

・砂利は洗浄により放射性物質を除去することが可能。
（石の種類によっては除去が困難なものや、もとから

放射性物質（カリウム40など）を含むものがあるため放射性物質（カリウム40など）を含むものがあるため、
効果が少ない場合がある。）

・雨樋下の砂利は他の場所の砂利と比較して表面汚染
が高いため、分けて洗浄する。

・砂利等の下にある土壌は表面汚染が高い可能性が
あるため、『５．土壌の除染』と同様の基準で表土の
はぎ取りを行う。

砂利のモニタリング

砂利の下にある土壌は『６．土壌
の除染』と同様の基準で除染

必要性があり可能な場合は、
砂利を洗浄して

砂利の洗浄

放射性物質

29

８．洗浄８．洗浄水の処理水の処理

住宅除染においては洗浄は不可欠ですが、洗浄水全部の回収は困難です。
現場においては、以下のように対処します。

①屋根、雨どい等の放射性物質を含むコケ、土などは手作業で取り除き、洗浄水へ
の放射性物質の移行を極減するとともに、最後の仕上げに水を使い、水の使用
を最小限にします （過去１９回の洗浄水測定結果：平均約３６Bq/ℓ ）

＜側溝による「ろ過装置」例＞
・放射性セシウムはほとんど土壌に吸着しているため、排水に含まれる泥水が

下流域に流出 しないよう、下図のような『ろ過装置』を設置し、沈殿させる。

を最小限にします。 （過去１９回の洗浄水測定結果：平均約３６Bq/ℓ ）

②排水の流出先の側溝にゼオライトによる『ろ過装置』を設置し、放射性物質の
下流域への流出を減少させます。ただし、この方法は、仮置き場等、沈殿した
土壌・使用済みゼオライトを保管できる場所を確保する必要があります。
（過去１９回の洗浄水測定結果：ろ過後平均約１０Bq/ℓ、平均７３％低減 ）

下流域 流出 しな よう、下図 ような『ろ過装置』を設置し、沈殿さ る。
・上水に含まれる微量の放射性セシウムは、ゼオライト等に吸着させる。
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福島市によるゼオライトによる「ろ過装置」の実証試験結果 (2012年3月～6月：１９回)

採取
月日

採取
場所

放射性物質
（Bq/ℓ） 合計

（Bq/ℓ）
低減率

採取
月日

採取
場所

放射性物質（Bq/ℓ） 合計

（Bq/ℓ）
低減率

Cs-134 Cs-137 Cs-134 Cs-137

3.9
上流 13 17 30

70% 5.25
上流 12 20 32

88%
下流 4 5 9 下流 2 2 4

3.17
上流 2 4 6

33% 5.25
上流 2 2 4

25%
下流 2 2 4 下流 1 2 3

3.17
上流 55 76 131

95% 5.30
上流 5 6 11

91%
下流 3 3 6 下流 nd 1 1

3.21
上流 2 5 7

86% 5.30
上流 23 32 55

64%
下流 nd 1 1 下流 7 13 20

3.23
上流 14 20 34

53% 6.7
上流 16 31 47

40%
下流 6 10 16 下流 11 17 28

5,22
上流 10 14 24

17% 6.9
上流 12 19 31

48%
下流 8 12 20 下流 6 10 16

流 流
5.22

上流 22 32 54
96% 6.10

上流 20 31 51
61%

下流 nd 2 2 下流 8 12 20

5.24
上流 19 28 47

98% 6.10
上流 15 24 39

74%
下流 nd 1 1 下流 4 6 10

5.24
上流 6 9 15

53% 6.11
上流 20 31 51

84%
下流 3 4 7 下流 3 5 8

5.24
上流 6 8 14

29% 平均値
上流 15 21 36

73%
下流 4 6 10 下流 4 6 10

仮置き場住居・公共施設
(仮置き場の容量があれば)

① 国に中間貯蔵施設の早期設置を強く要望しています。
② 市内の保管の原則は以下の通りです。

側溝土壌

９．除染土壌等の保管

現場保管

仮置き場

側溝土壌

企業 など
(仮置き場の容量があれば) 側溝土壌

を優先し
て搬入

国の中間貯蔵施設

仮々置き場
（コミュニティに設置）

32
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宅地内等の現場保管仮置き場

盛土（30cm 以上）
盛土（30cm 以上）

（ 以 ）

土嚢 1m 以上

覆土厚30ｃｍ以上の場合は0ｍ

【覆土厚さと放射線遮へい効果】

　　　　　　　　　　（原子力災害対策本部）

「除染推進に向けた基本的考え方」

覆土厚さ
１０cm
１５cm
３０cm

遮へい効果
７４％減
８６％減
９８％減

33

仮置き場等の設置
○仮置き場の現状 (平成25年1月現在)

・設置済み(1) ：大波

・場所決定(4) ：松川、東部、渡利、飯野・立子山

○設置予定

・原則として支所単位に仮置き場を設置予定

○土砂搬入の優先順

・面積に限りがあることから、優先順は、
①側溝土壌等、②公共施設、③宅地土壌 とする。

34
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仮仮置き場
仮仮置き場は、仮置き場等へ搬出できようになるまでの間、

迅速に除染をするため、一時的に設置する置き場。
原則として、自主的に地域コミュニティが設置地について合意

を得た場所に、市が設置し管理する。

地域の状況によって、以下のようなコンクリートボックスに
よる仮仮置き場も設置する。

35


